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１ 基本方針

建学の理念の下、本学の目的である有能にして社会の要請に応え得る医師を養成する。卒業時コンピ

テンス・コンピテンシー到達レベルの向上と全国平均を上回る医師国家試験合格率の達成を目指す。

本年度予定されている医学教育分野別評価の受審を通して、内部質保証を推進する （

）の活動を活性化し、国際水準の医学教育の実現に邁進する。

医学教育の質向上に向けて、①入学者選抜における面接試験の最適化、② （

）利用のサポート体制整備によるアクティブ・ラーニングの推進、③実習現場の査察と学外の

実習医療機関の拡充による診療参加型臨床実習の充実化、④全学年共通のルーブリック評価法による

技能・態度評価の試行運用を開始する。

学生支援の充実に向けて、学生支援センターの体制を整備し、授業料・入学金の減免制度を拡充する。

の新設とともに、持続可能な研究体制の構築に取り組む。そのた

めに教員研究費とプロジェクト研究費の配分額と運用を見直す。また、新たな医療を創出する臨床研

究の支援体制を構築するため先端医療開発学教室を設置するとともに、３つの附属病院共通の臨床研

究総合支援センターの開設に着手する。

２ 教育の質向上

国際水準の医学教育の実現

９月に２巡目となる医学教育分野別評価を受審する。それに向けた自己点検評価報告書の作成に取り

組む。また、 年に受審した機関別認証評価の改善報告書も作成し、大学基準協会に提出する。

教育を活用した授業の充実

を活用したアクティブ・ラーニングの推進により、学修者中心の教育を実践する。そのため講師

以上の教員の参加率 ％超を目標として医学教育ワークショップを複数回開催し、 や

などの を活用した双方向授業を教員へ積極的に紹介する。さらに 利用のサポート体制を整備

し、全科目で少なくとも 回はクイズや即時フィードバック機能を用いた形成的評価を実施する体制を

構築する。

診療参加型臨床実習の充実

診療参加型臨床実習の質向上に向けて、学内外の体制整備を進める。①医学教育センター委員が実習

現場に赴いて実習の実態を把握し、各教室へ具体的なフィードバックを行うとともに、

を３件以上紹介し、学内でのモデル形成を促す。② を活用した事前学習コンテンツを導入し、実習

開始時点での必要知識の定着を図る。③臨床助教を中心とした意見交換会を開催し、実習運営の改善に

つなげる。④地域医療機関３施設以上で新規協定を交渉し受け入れ枠を拡大するとともに、学外指導医

向け を実施し、教育の質を学内外で高める体制を構築する。

多職種連携教育の推進

１～２学年の基盤科目を統合・整理し、「人としての道徳」「医師としての倫理」「目指す医師像」「患

者との向き合い方」「医療者間の関係性」などを一つの流れで学べるカリキュラムへ再編する。また、学

年ごとに効果的な多職種連携教育の在り方の検討を開始する。さらに、診療参加型臨床実習で多職種連

携教育を実施している教室を抽出し、実習内容を調査してモデルケースとして整理し、クラークシップ

ディレクターとの意見交換会で共有する。これらを踏まえ、診療参加型臨床実習における多職種連携教

育の方針策定を開始し、体系的な多職種連携教育体制の構築を進める。
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学生の技能・態度の評価方法の開発及び形成的評価の充実

臨床実習での評価に１～６学年で共通ルーブリック評価法の試行運用を開始し、一貫した学修成果の

把握を目指す。試行結果を分析し、評価項目の妥当性や運用方法、教員研修の在り方などの課題を抽出

し、改善計画を策定する。あわせて、学生へのフィードバック手法を試行し、自己評価との連動を検討

することで形成的評価の仕組みを整える。さらに、ルーブリック活用に関する教員研修を少なくとも１

回実施し、評価者の理解と実践力を高め、教育の質向上につなげる。

学生・ステークホルダーの教育関連委員会への参画の促進

学生、ステークホルダーの教育関連委員会への参画状況を評価した上で参画方針を策定する。

認証評価における指摘事項の改善

自己点検や認証評価での指摘事項である、①学修意欲の向上や生涯学習につながるアクティブ・ラー

ニングの充実、②臨床実習における 活用の推進、③技能および態度と教育方法に整合した評価の実

践、④臨床実習を行う教育病院・施設での患者数と疾患分類の把握と教育資源としての評価、⑤臨床実

習施設の拡充について、教務委員会や医学教育センターと連携しながら速やかな改善を目指す。

国家試験・共用試験での成果向上に向けた取組

教育プログラムと授業の質を体系的に高める取組を進める。まず、垂直・水平統合を実施している科

目を洗い出し、課題を抽出した上で、 年度に向けたカリキュラム見直しを継続する。授業改善では、

科目ごとの学生満足度を確認し、一定基準を下回る科目に対して現状調査と助言を行う。さらに、共用

試験（ ・ ）の前年を超える合格率、医師国家試験においては全国平均を上回る合格率とする成果

目標を掲げる。加えて、卒業試験や卒業判定基準の在り方を見直し、 の活用を含めた改善案を検討

することで、学修成果に基づく進級・卒業判定の質向上を図る。

３ 教育環境の整備の推進

附属図書館の学術情報資源の充実

電子ジャーナル・電子書籍を含む蔵書の充実と見直しを促進する。リポジトリの広報を推進し利用促

進を図る。

社会的ニーズを反映した教室の新設と再編

社会のニーズに基づいた新しい医療を創出する臨床研究の支援体制を構築するため先端医療開発学教

室を新設する。眼科学教室１・２を統合し、教室運営の統一性と効率化を図る。

４ 優秀な教員の確保と育成

大学の理念を共有し、大学の発展に寄与する教員の確保

「教員の募集・選考・昇格の方針」に則り、教員の確保にあたる。また、新規採用教員に対する入職

時オリエンテーションプログラムの充実にも取り組む。

適切な教員組織の編制

「求める教員像及び教員組織の編制方針」に則り、附属病院長、教務担当副学長、研究担当副学長等

の役職者とともに、教室の所属長ヒアリングを適時実施し、診療・教育・研究にわたる実績の評価を行

う。これに基づいて必要であれば定員数を見直すなど、適切な教員組織の運用に務める。

教員・教室の評価システムの確立

教育活動促進委員会で教員・教室の活動評価項目を定期的に見直して、改善を図るとともに、適切な

インセンティブの在り方について、引き続き協議する。

・ の組織的・体系的な実施

年度初めに ・ 委員会は実施希望の ・ 会情報を収集し、内容を吟味した上で開催間隔を調整

した年間計画を策定し周知する。昨年度実施して好評だった「生成 の使用方法（初級者向け）」の

会を、今年度も継続的に実施する。また、新たに教職員と学生にニーズ調査を行い、多数の要望にでき

る限り応じる。 ・ 会の効果を測定するため、実施後に振り返り会議を行う。

５ アドミッションポリシーに合った学生の確保

卒業時到達目標を達成しうる学生の確保

卒業時到達目標を達成しうる学生を確保するため、学生選抜における面接試験の在り方を見直し、集

団面接の導入についても検討する。学校推薦型選抜制度について、その目的・役割を整理した上で、新

たな募集枠の設置を検討する。

大学院在職進学制度の活用による大学院生の確保

授業評価アンケートから入学者拡充のために改善すべき点を抽出するとともに、在職進学制度に関す

る情報周知の機会を拡充して 名以上の大学院入学者確保を目標とする。中間発表・学位審査における

ディプロマ・ポリシーに基づいた学修成果の評価を大学院教務委員会にて解析し、大学院教育プログラ

ムにフィードバックする。

６ 学生支援

学友会活動充実のための支援

学友会運営委員会の活性化を図り、学友会の活動成果を学内外に発信する。学友会活動報告書の体系

的な集約を進め、大学運営委員会、教授会、学生生活委員会、学修成果・教育プログラム点検委員会等

へ活動状況を継続的にフィードバックする。西医体では総合順位 位以内の達成を目指す。 年度

の学園祭主管校として、各施設委員との連携を深化させ、新たな学園祭の実現を目指す。

学生の健康管理支援の充実

学生の健康に関するデータ化を継続的に進め、健康管理体制の基盤強化を図る。健康診断未受診者を

迅速に把握し、早期に指導を行うことで、受診率 ％の達成を目指す。あわせて、４年次臨床実習開

始前までに、実習要件となるワクチン接種を確実に完了させるよう推進する。さらに、感染情報を関係

部署間で共有し、学内啓発を通じて感染拡大防止に努めるとともに、メンタル不調学生への対応として、

カウンセラーおよび養護職員の増員等により相談体制の充実を図る。

学生のニーズに応じた学生指導

学生支援組織の再編及び関連規程の見直しを踏まえ、再編後の体制に基づく運用を開始する。障がい

のある学生への支援については、合理的配慮の考え方に基づき、相談受付から事後評価までの支援フロ

ーを明確化し、関係部署間の連携強化を図る。あわせて、小グループ制度に関するアンケート調査を継

続的に実施し、回答率 ％以上を目標として成果を把握し、制度改善につなげる。さらに、学生支援の

質向上を目的に、教職員向け ・ 研修会を年 回以上開催する。

保護者会の協力も得た修学支援

新たに設置した良医育成支援奨学金制度の運用を開始するとともに、この制度を学生及び保護者に周

知する。高等教育の修学支援新制度により多子世帯の学生に対して所得制限のない授業料・入学金の減

免を実施する。
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室を新設する。眼科学教室１・２を統合し、教室運営の統一性と効率化を図る。

４ 優秀な教員の確保と育成

大学の理念を共有し、大学の発展に寄与する教員の確保

「教員の募集・選考・昇格の方針」に則り、教員の確保にあたる。また、新規採用教員に対する入職

時オリエンテーションプログラムの充実にも取り組む。

適切な教員組織の編制

「求める教員像及び教員組織の編制方針」に則り、附属病院長、教務担当副学長、研究担当副学長等

の役職者とともに、教室の所属長ヒアリングを適時実施し、診療・教育・研究にわたる実績の評価を行

う。これに基づいて必要であれば定員数を見直すなど、適切な教員組織の運用に務める。

教員・教室の評価システムの確立

教育活動促進委員会で教員・教室の活動評価項目を定期的に見直して、改善を図るとともに、適切な

インセンティブの在り方について、引き続き協議する。

・ の組織的・体系的な実施

年度初めに ・ 委員会は実施希望の ・ 会情報を収集し、内容を吟味した上で開催間隔を調整

した年間計画を策定し周知する。昨年度実施して好評だった「生成 の使用方法（初級者向け）」の

会を、今年度も継続的に実施する。また、新たに教職員と学生にニーズ調査を行い、多数の要望にでき

る限り応じる。 ・ 会の効果を測定するため、実施後に振り返り会議を行う。

５ アドミッションポリシーに合った学生の確保

卒業時到達目標を達成しうる学生の確保

卒業時到達目標を達成しうる学生を確保するため、学生選抜における面接試験の在り方を見直し、集

団面接の導入についても検討する。学校推薦型選抜制度について、その目的・役割を整理した上で、新

たな募集枠の設置を検討する。

大学院在職進学制度の活用による大学院生の確保

授業評価アンケートから入学者拡充のために改善すべき点を抽出するとともに、在職進学制度に関す

る情報周知の機会を拡充して 名以上の大学院入学者確保を目標とする。中間発表・学位審査における

ディプロマ・ポリシーに基づいた学修成果の評価を大学院教務委員会にて解析し、大学院教育プログラ

ムにフィードバックする。

６ 学生支援

学友会活動充実のための支援

学友会運営委員会の活性化を図り、学友会の活動成果を学内外に発信する。学友会活動報告書の体系

的な集約を進め、大学運営委員会、教授会、学生生活委員会、学修成果・教育プログラム点検委員会等

へ活動状況を継続的にフィードバックする。西医体では総合順位 位以内の達成を目指す。 年度

の学園祭主管校として、各施設委員との連携を深化させ、新たな学園祭の実現を目指す。

学生の健康管理支援の充実

学生の健康に関するデータ化を継続的に進め、健康管理体制の基盤強化を図る。健康診断未受診者を

迅速に把握し、早期に指導を行うことで、受診率 ％の達成を目指す。あわせて、４年次臨床実習開

始前までに、実習要件となるワクチン接種を確実に完了させるよう推進する。さらに、感染情報を関係

部署間で共有し、学内啓発を通じて感染拡大防止に努めるとともに、メンタル不調学生への対応として、

カウンセラーおよび養護職員の増員等により相談体制の充実を図る。

学生のニーズに応じた学生指導

学生支援組織の再編及び関連規程の見直しを踏まえ、再編後の体制に基づく運用を開始する。障がい

のある学生への支援については、合理的配慮の考え方に基づき、相談受付から事後評価までの支援フロ

ーを明確化し、関係部署間の連携強化を図る。あわせて、小グループ制度に関するアンケート調査を継

続的に実施し、回答率 ％以上を目標として成果を把握し、制度改善につなげる。さらに、学生支援の

質向上を目的に、教職員向け ・ 研修会を年 回以上開催する。

保護者会の協力も得た修学支援

新たに設置した良医育成支援奨学金制度の運用を開始するとともに、この制度を学生及び保護者に周

知する。高等教育の修学支援新制度により多子世帯の学生に対して所得制限のない授業料・入学金の減

免を実施する。
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７ 研究体制の充実

国際協力を見据えた質の高い臨床研究・医学研究の推進

新築される研究棟のリソースを有効活用するために現有実験機器や各教室が保有する検体数の動向

を把握して最適化を図る。データサイエンスやバイオバンクなど将来的な研究基盤を整備するとともに、

研究データの管理及びオープンサイエンスを支援する環境の整備を推進する。ポスドク制度を活用した

研究体制の国際化を図る。

研究倫理の周知徹底

例年通り研究公正（不正防止）に関する講習会を開催する。また、ニュースレター等を通じ研究不正

に関する事例を共有し、注意喚起を行う。学部生、大学院生、ならびに学内教職員に対し利益相反管理

や倫理指針に基づく講習を行う。ポータルサイト等を通じて学外で開催されている講習会を周知する。

研究責任者、分担者の倫理講習の年次受講状況を調査し、 ％の受講率を達成する。

中央研究センターの効率的・機動的な運営

研究支援業務の高度化・効率化と学内研究活動の体系的な可視化を戦略的に推進するため、統合管理

システムを構築する。動物実験や遺伝子組換え実験等に係る電子申請・審査システムを連携させること

で、研究プロセス全体を横断的に把握し、研究者と研究支援担当者との円滑かつ迅速な情報共有・意思

疎通を図る。研究支援サービスの価格体系を見直して収益基盤を強化する。

研究支援部門の体制強化

新規に開設する先端医療開発学教室と産学連携知的財産室、臨床研究支援センター等の協働により新

たに臨床研究総合支援センターを構築し、臨床研究の基盤を強化する。 年度に策定した研究データ

ポリシーに従い、研究データ管理のための環境整備を行う。

多角的な研究活動評価の実施

学内研究費をより直接的かつ効果的な研究活動支援とするために、教員研究費の一定額を論文投稿料

など成果に対して支出するよう改定する。

川崎医学会活動の充実

若手医師に対する論文投稿支援や論文賞表彰などにより、川崎医学会誌への論文投稿を促す。

８ 研究経費の有効活用

医科大学プロジェクト研究費など学内研究費の有効活用

プロジェクト研究費を現在の平準的配分から、発表論文数や獲得研究費による研究活動評価に基づい

た重点的配分への移行を検討する。教員研究費の在り方を見直し、研究活動の活性化につながる仕組み

を構築する。

外部の競争的資金（科研費・ 研究費等）の獲得

各教室の外部競争的資金の獲得実績を可視化し学内に公表する。外部の競争的資金（科研費・ 研

究費等）の獲得のため申請書作成のサポーター制度や新規採択された課題の申請書を閲覧する制度の周

知を継続するとともに、現在もプロジェクト研究費の申請要件とされている科研費応募などの条件強化

を検討する。



─ 5 ─

医

科

大

学

─ 5 ─

９ 産学官連携研究を推進

産学官連携事業の活性化及び企業との共同研究の推進

企業や外部団体との共同研究を推進し研究資金を獲得するともに研究活動成果の実用化を促進する。

また、 拠点（九州大学・岡山大学）やスタートアップエコシステム事業（広島大学）等への参加に

より産官学連携事業にて情報のアップデートを行い、 メディカル・アークの開催やマッチングイベ

ント参加により医療現場のニーズや研究活動としてのシーズを社会実装できる応用研究につなげる。

特許出願の推進

特許出願を推進するために必要とされる制度を把握し、権利化・維持の効果的なサポートを行う。

社会連携・地域貢献の推進

情報の発信

広報委員会の活動を活性化し、大学 の定期的な情報更新と適切な管理を行う。市民公開講座の開催

等最新の情報をタイムリーに発信する。大学学報の掲載内容を見直し、刷新を図る。

「かわさき夏の子ども体験教室」の継続と内容の充実

「かわさき夏の子ども体験教室」の課題、特に暑さ対策について検討・実践する。抽選に漏れた児童・

生徒に対する対応を検討する。

現代医学教育博物館の充実と利用の促進

３階の展示開発に努める。来館者を増やすための積極的な発信を行う。団体見学や出張展示に対応で

きる新たなコンテンツを開発する。学園創立 周年に関連する展示を企画する。

県内大学とのリソース共有による地域課題解決の支援

岡山県内 大学が加盟する大学コンソーシアム岡山主催の市民公開講座（吉備創生カレッジ）での３

回の講義、また、倉敷市内 大学による倉敷市大学連携講座での２回の講義を担当する。 年２月

に「知の総和（答申）」が著され、４月に「地域大学振興室（文部科学省）」が設立された。今後複数大

学の連携強化による地域学生の学びの質の向上が促進されるので、倉敷市大学連携推進会議と岡山県内

外の地域連携プラットフォームの情報収集に努める。

国際交流の推進

等との交流プログラムの継続及び充実

大学 との交流事業活性化のため研究者の派遣及び学生訪問や「医学研究への扉」での学生

研修を行う。また、その内容を学内誌などで大学の教職員・学生に周知するだけでなく、入試関連行事

などにおいて広く学外にも紹介する。

附属高校との連携促進

高大接続プログラムの更なる充実

附属高校と連携して、入試・広報活動を継続的かつ戦略的に展開する。附属高校における体験型授業

「ドクターロード」と医科大学入学後の初年次教育との接続を強化し、一貫した医学教育プログラムの

構築を推進する。
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大学管理・運営の充実

中期目標・中期計画の実現に向けた適切な年次事業計画の目標設定

事業計画点検委員会による単年度事業計画進捗状況の点検結果を踏まえて、単年度事業計画が中期目

標・中期計画の達成に資するものとなっているか、設定された を活用して評価する。

内部質保証の推進

教学マネジメントの推進

学修成果・教育成果を把握・可視化し、それに基づいて組織的にカリキュラムを改善する体制を整備

する。 室を中心とした教学データ分析をもとに入学者選抜の最適化やカリキュラム改善に至る内部質

保証の サイクルを回す。

質保証体制の継続的な点検・評価による教育の質向上の促進

学修成果・教育プログラム点検委員会による教育プログラム評価結果に基づいた改善を継続的に行い、

教育研究成果の最大化、質の向上に努め、質保証を図る。

内部質保証体制の継続的な点検評価による教育の質向上の確保

自己点検・評価委員会が中心となり、本学の内部質保証システムの有効性を点検・評価する。その結

果を踏まえて、システムのさらなる改良に取り組む。

内部質保証システムの運用強化

年度から行っている内部質保証推進システムの機能強化に向けた取組を継続する。

働きやすい職場環境の整備

教員の柔軟な働き方の導入

具体的な学生のキャリア形成支援の内容とそれを実行する組織体制を整備する。引き続き、キャリア

支援レジデント制度などを活用して柔軟な働き方に対応することで、女性教員の離職を減らすとともに

復職を支援する。

安定した財政基盤確保による健全な大学運営

地球温暖化対策と省エネルギー化の推進

省庁や学園の動きと連動し、多角的な省エネ活動を継続することで地球温暖化対策を進める。省エネ

ルギー啓発活動、資源の有効利用、こまめな節電等を通じ、 排出量排出量毎年１％減を目指す。

支出管理の徹底と業務の効率化による財務状況の改善

教員研究費の配分額を見直すとともに、適正な支出についてガイドラインの作成に取り組む。


